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【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５７３　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月16日(2013.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広帯域無線接続システムにおいて移動局が自動再送要求（ＡＲＱ）フィードバックを伝
送することを可能にする方法であって、
　前記方法は、
　少なくとも一つのＡＲＱブロックを基地局から受信することと、
　前記基地局からＡＲＱフィードバックポールを受信することであって、前記ＡＲＱフィ
ードバックポールは、前記少なくとも一つのＡＲＱブロックの受信状態を示すＡＲＱフィ
ードバック情報を伝送することを前記移動局に要請する、ことと、
　前記ＡＲＱフィードバック情報を前記基地局に伝送することと
　を含み、
　前記ＡＲＱフィードバック情報は、前記受信状態を蓄積的に示す第１のタイプと、ビッ
トマップを用いることによって前記受信状態を選択的に示す第２のタイプとを含み、
　第１アップリンクリソースを示す非要請帯域幅割り当て情報が前記基地局から受信され
る場合には、前記第１のタイプの前記ＡＲＱフィードバック情報が前記第１アップリンク
リソースを介して伝送される、方法。
【請求項２】
　前記ＡＲＱフィードバック情報は、ＡＲＱフィードバック情報要素（ＩＥ）として構成
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非要請帯域幅割り当て情報は、前記基地局からＭＡＰメッセージを介して受信され
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報は、蓄積式ＡＣＫ情報である、請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
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　前記ＡＲＱフィードバック情報のサイズが、前記第１アップリンクリソースのサイズよ
りも大きくない場合に、前記第１アップリンクリソースを介して前記ＡＲＱフィードバッ
ク情報を伝送することをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報のサイズが、前記第１アップリンクリソ
ースのサイズよりも大きい場合、前記第１アップリンクリソースを介して、前記ＡＲＱフ
ィードバック情報を伝送するのに適した特定のサイズを有する第２アップリンクリソース
を要請する帯域幅要請（ＢＲ）ヘッダを、前記基地局に伝送することと、
　前記第２アップリンクリソースを示す帯域幅割り当て情報を前記基地局から受信するこ
とと、
　前記第２アップリンクリソースを介して、前記ＡＲＱフィードバック情報を前記基地局
に伝送することと
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　広帯域無線接続システムにおいて基地局が自動再送要求（ＡＲＱ）フィードバックを受
信することを可能にする方法であって、
　前記方法は、
　少なくとも一つのＡＲＱブロックを移動局に伝送することと、
　前記少なくとも一つのＡＲＱブロックの受信状態を示すＡＲＱフィードバック情報の伝
送を要請するＡＲＱフィードバックポールを前記移動局に伝送することであって、前記Ａ
ＲＱフィードバック情報は、前記受信状態を蓄積的に示す第１のタイプと、ビットマップ
を用いることによって前記受信状態を選択的に示す第２のタイプとを含む、ことと、
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報に対する第１アップリンクリソースを示
す非要請帯域幅割り当て情報を前記移動局に伝送することと
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記ＡＲＱフィードバック情報は、ＡＲＱフィードバック情報要素（ＩＥ）として構成
される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記非要請帯域幅の割り当ては、前記割り当てられた帯域幅を示すリソース割り当て情
報を含むＭＡＰメッセージを前記移動局に伝送することを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報は、蓄積式ＡＣＫ情報である、請求項８
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記割り当てられた帯域幅を介して前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報を受
信することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１アップリンクリソースを介して、第２アップリンクリソースを要請する帯域幅
要請（ＢＲ）ヘッダを、前記移動局から受信することと、
　前記第２アップリンクリソースを前記移動局に割り当てることと、
　前記第２アップリンクリソースを介して、前記ＡＲＱフィードバック情報を前記移動局
から受信することと
　をさらに含み、
　前記第２アップリンクリソースは、前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報を伝
送するのに適したサイズを有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御下で外部へ無線信号を伝送し、外部から無線信号を受信する無線
周波数（ＲＦ）モジュールと
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　を含む、移動局であって、
　前記プロセッサは、基地局から受信されるように、少なくとも一つのＡＲＱブロックと
、前記少なくとも一つのＡＲＱブロックの受信状態を示すＡＲＱフィードバック情報を伝
送することを前記移動局に要請するＡＲＱフィードバックポールとを制御し、かつ、前記
基地局に伝送されるように前記ＡＲＱフィードバック情報を制御し、
　前記ＡＲＱフィードバック情報は、前記受信状態を蓄積的に示す第１のタイプと、ビッ
トマップを用いることによって前記受信状態を選択的に示す第２のタイプとを含み、
　第１アップリンクリソースを示す非要請帯域幅割り当て情報が前記基地局から受信され
る場合には、前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報が前記第１アップリンクリソ
ースを介して伝送される、移動局。
【請求項１４】
　前記ＡＲＱフィードバック情報は、ＡＲＱフィードバック情報要素（ＩＥ）のフォーマ
ットで伝送される、請求項１３に記載の移動局。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記非要請帯域幅割り当て情報を含むＭＡＰメッセージを介して受
信されるように前記第１アップリンクリソースを制御する、請求項１４に記載の移動局。
【請求項１６】
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報は、蓄積式ＡＣＫ情報である、請求項１
４に記載の移動局。
【請求項１７】
　前記ＡＲＱフィードバック情報のサイズが、前記第１アップリンクリソースのサイズよ
りも大きくない場合に、前記第１アップリンクリソースを介して前記基地局に伝送される
ように前記ＡＲＱフィードバック情報を制御する、請求項１４に記載の移動局。
【請求項１８】
　前記第１のタイプのＡＲＱフィードバック情報のサイズが、前記第１アップリンクリソ
ースのサイズよりも大きい場合に、前記第１アップリンクリソースを介して前記基地局に
伝送されるように、前記ＡＲＱフィードバック情報を伝送するのに適した特定のサイズを
有する第２アップリンクリソースを要請する帯域幅要請（ＢＲ）ヘッダを制御し、
　前記第２アップリンクリソースを示す帯域幅割り当て情報が前記基地局から受信される
場合に、前記第２アップリンクリソースを介して、前記基地局に伝送されるように、前記
ＡＲＱフィードバック情報を制御する、請求項１４に記載の移動局。
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